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１
．
働
く
場
所
の
多
様
性
に
つ
い
て

　

働
く
場
所
に
関
し
て
、
調
査
で
は
「
所
属

し
て
い
る
勤
務
先
の
通
常
の
勤
務
先
以
外
で

仕
事
を
す
る
こ
と
が
あ
る
か
」
と
い
う
幅
広

い
観
点
か
ら
、
自
宅
や
施
設
利
用
、
モ
バ
イ

ル
ワ
ー
ク
を
考
慮
し
た
複
数
の
就
業
場
所
を

設
定
し
、
実
施
頻
度
も
尋
ね
て
い
る
。
働
く

場
所
に
関
す
る
既
存
の
調
査
研
究
は
〝
テ
レ

ワ
ー
ク
〞
と
し
て
ひ
と
く
く
り
に
実
施
さ
れ

た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
在
宅
勤
務
を

念
頭
に
置
い
た
も
の
が
多
い
。
近
年
は
、
特

に
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
観
点
か

ら
在
宅
勤
務
制
度
が
注
目
さ
れ
、
官
民
で
導

入
・
検
証
が
行
わ
れ
た
り
し
て
い
る
。
し
か

し
、
外
回
り
の
営
業
職
、
管
理
職
や
専
門
職

な
ど
は
、
仕
事
の
性
質
上
、
在
宅
勤
務
制
度

な
ど
と
は
関
係
な
く
所
属
し
て
い
る
勤
務
先

の
通
常
の
勤
務
場
所
以
外
で
働
く
こ
と
も
多

い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

今
回
の
調
査
で
は
あ
え
て
〝
テ
レ
ワ
ー
ク
〞

と
い
う
言
葉
は
使
用
せ
ず
、
通
常
の
勤
務
先

か
ら
〝
離
れ
て
〞
働
く
こ
と
が
あ
る
す
べ
て

の
場
合
の
実
態
を
調
べ
た（
１
）。

２ 

．
通
常
の
勤
務
先
以
外
の
勤
務

場
所
の
有
無
と
働
き
方

　

第
１
図
は
、「
通
常
の
勤
務
先
以
外
の
勤
務

場
所
」（
２
）
の
有
無
に
つ
い
て
職
種
別
に
見

た
も
の
で
あ
る
。「
営
業
・
販
売
」（
六
一
・

七
％
）、「
調
査
分
析
・
特
許
法
務
な
ど
の
事

務
系
専
門
職
」（
五
七
・
三
％
）、「
研
究
開
発
・

設
計
・
Ｓ
Ｅ
な
ど
の
技
術
系
専
門
職
」（
五
九
・

二
％
）
な
ど
、
前
述
の
通
り
営
業
職
や
専
門

職
で
「
あ
る
」
の
比
率
が
高
い
。

　

ま
た
、
第
２
図
を
見
る
と
、
職
位
が
高
い

ほ
う
が
「
あ
る
」
の
比
率
が
高
い
傾
向
が
見

ら
れ
る
。「
一
般
社
員
」
が
三
六
・
四
％
な

の
に
対
し
て
、「
課
長
ク
ラ
ス
」で
五
九
・
二
％
、

「
部
長
ク
ラ
ス
」
で
は
六
九
・
六
％
と
な
っ

て
い
る
。

　

次
に
、
勤
務
時
間
制
度
と
の
関
係
を
見
る

と
（
第
１
表
）、「
あ
る
」
と
回
答
し
た
比
率

は
「
裁
量
労
働
制
・
み
な
し
労
働
」（
七
三
・

七
％
）
や
「
時
間
管
理
な
し
」（
六
七
・
七
％
）

で
高
く
、「
交
替
制
」（
二
三
・
八
％
）
で
低
い
。

つ
ま
り
、
適
用
さ
れ
て
い
る
勤
務
時
間
制
度

第１図　職種別に見た通常の勤務先以外の勤務場所の有無

第２図　役職別に見た通常の勤務先以外の勤務場所の有無

働
く
場
所
の
多
様
性
と
働
き
方
に
つ
い
て

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
フ
ェ
ロ
ー　

藤
本
隆
史
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が
柔
軟
な
ほ
う
が
、
通
常
の
勤
務
先
以
外
の

勤
務
場
所
で
働
く
こ
と
が
多
い
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

　

労
働
時
間
と
の
関
係
で
は
、
第
３
図
か
ら

総
実
労
働
時
間
が
長
い
ほ
ど
「
あ
る
」
と
回

答
し
た
比
率
が
高
い
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ

は
、
特
集
巻
頭
の
「
働
く
時
間
の
多
様
性
に

つ
い
て
」（
小
倉
）
で
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
勤
務
場
所
の
多
様
性
が
長
時
間
労
働
に

つ
な
が
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

３ 

．
通
常
の
勤
務
先
以
外
の
具
体

的
な
勤
務
場
所

（
１
）
通
常
の
勤
務
先
以
外
の
具
体
的
な

勤
務
場
所
と
使
用
頻
度
の
傾
向

　

調
査
で
は
、
通
常
の
勤
務
先
以
外
の
勤
務

場
所
が
「
あ
る
」
と
回
答
し
た
人
に
つ
い
て
、

そ
れ
が
具
体
的
に
ど
こ
で
あ
る
か
（
種
類
）

と
そ
こ
で
仕
事
を
す
る
頻
度
も
尋
ね
て
い
る
。

第
２
表
で
、
ま
ず
「
そ
の
場
所
で
仕
事
を
す

る
こ
と
は
な
い
」
の
比
率
に
注
目
す
る
と
、

最
も
値
が
低
い
の
は
「
所
属
先
企
業
の
他
事

業
所
」
の
三
五
・
六
％
で
あ
り
、「
顧
客
先
の

事
務
所
や
工
場
」
が
四
九
・
五
％
、「
自
宅
」

が
六
三
・
二
％
と
な
っ
て
い
て
、
そ
の
他
の

場
所
は
八
割
を
超
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
表

に
あ
る
七
項
目
の
場
所
の
う
ち
、
上
か
ら
三

種
類
の
場
所
で
は
比
較
的
仕
事
を
す
る
こ
と

が
多
い
が
、
そ
の
他
の
場
所
で
は
ほ
と
ん
ど

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
頻
度
で
見
る
と
、

「
顧
客
先
の
事
務
所
や
工
場
」
で
「
ほ
ぼ
毎

日
」
が
一
二
・
〇
％
と
な
っ
て
い
て
他
の
場

所
よ
り
も
比
較
的
比
率
が
高
い
の
は
、
営
業

な
ど
で
顧
客
先
を
訪
問
す
る
人
た
ち
の
状
況

を
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

実
際
に
、
場
所
の
使
用
の
頻
度
を
「
ほ
ぼ

毎
日
」
お
よ
び
「
週
に
三
〜
四
日
程
度
」
に

限
っ
て
職
種
別
に
見
る
と
、
第
３
表
に
示
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
「
顧
客
先
の
事
務
所
や
工

場
」
で
比
率
が
最
も
高
い
の
は
「
営
業
・
販

売
」
の
六
〇
・
四
％
で
あ
る
。
そ
の
他
の
場

所
で
は
、「
所
属
先
企
業
の
他
事
業
所
」で「
現

場
管
理
・
監
督
」
と
「
輸
送
・
運
転
」
の
比

率
が
五
割
を
超
え
て
い
る
。「
自
宅
」で
は「
医

療
・
教
育
関
係
の
専
門
職
」
が
六
二
・
四
％

で
、
他
の
職
種
と
比
べ
て
比
率
が
高
い
。

（
２
）
通
常
の
勤
務
先
以
外
で
仕
事
を
す

る
理
由

　

で
は
、
通
常
の
勤
務
先
以
外
の
そ
れ
ぞ
れ

の
場
所
で
仕
事
を
す
る
理
由
は
何
だ
ろ
う
か
。

第
４
表
を
見
る
と
、「
所
属
先
企
業
の
他
事
業

所
」
や
「
顧
客
先
の
事
務
所
や
工
場
」
で
は

九
割
以
上
が「
業
務
の
性
格
上
必
要
だ
か
ら
」

と
回
答
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
場
所
に
関
し

て
は
、「
仕
事
の
効
率
を
上
げ
た
い
か
ら
」
の

比
率
が
四
〜
五
割
程
度
で
最
も
高
く
、
次
い

で
「
業
務
の
性
格
上
必
要
だ
か
ら
」
や
「
ど

こ
で
も
で
き
る
仕
事
だ
か
ら
」
が
二
〜
四
割

程
度
で
分
散
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
宅
の
場

合
、「
家
族
と
過
ご
す
時
間
を
増
や
し
た
い
か

ら
」
が
一
七
・
二
％
と
他
の
場
所
と
比
べ
て

比
率
が
高
い
。
場
所
の
多
様
性
と
の
関
連
が

高
い
と
思
わ
れ
た
「
通
勤
の
負
担
を
減
ら
し

た
い
か
ら
」
の
比
率
は
「
自
宅
」
の
八
・
一
％

が
最
も
高
い
。

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
観
点
か

ら
、「
家
族
と
過
ご
す
時
間
を
増
や
し
た
い
か

ら
」
を
通
常
の
勤
務
先
以
外
で
仕
事
を
す
る

第１表　勤務時間制度別　通常の勤務先以外の勤務場所の有無（％）

ある ない 合計 (N)

通常の勤務時間制度 41.1 58.9 100.0 (4406)

フレックスタイム 54.2 45.8 100.0 (650)

変形労働時間制 50.5 49.5 100.0 (202)

交替制 23.8 76.2 100.0 (669)

裁量労働制・みなし労働 73.7 26.3 100.0 (243)

時間管理なし 67.7 32.3 100.0 (220)

第３図　総実労働時間別に見た通常の勤務先以外の勤務場所の有無

第２表　通常の勤務先以外の勤務場所と使用頻度（％）

ほぼ毎日 週に3～4日
程度

週に1～2日
程度

月に1～3日
程度 月に1日未満

その場所で
仕事をする
ことはない

合計 (N)

所属先企業の他事業所 4.7 3.6 9.6 19.9 26.5 35.6 100.0 (2449)
自宅 4.7 3.4 8.0 12.3 8.3 63.2 100.0 (2324)
顧客先の事務所や工場 12.0 6.5 8.3 11.8 12.0 49.5 100.0 (2368)
移動中の交通機関 3.3 1.8 3.0 5.0 4.7 82.3 100.0 (2267)
ホテル・宿泊施設 0.4 0.2 1.3 5.2 8.1 84.7 100.0 (2259)
喫茶店 0.2 0.4 1.6 2.8 3.5 91.5 100.0 (2247)
その他 4.9 1.7 1.4 3.9 5.4 82.6 100.0 (1981)
喫茶店 0.2 0.4 1.6 2.8 3.5 91.5 100.0 (2247)
その他 4.9 1.7 1.4 3.9 5.4 82.6 100.0 (1981)
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理
由
と
し
て
い
る
比
率
に
注
目
し
て
、
回
答

者
の
性
別
に
同
居
の
子
ど
も
の
年
齢
別
に
比

べ
て
み
る
と
（
第
５
表
）、
男
性
で
は
子
ど

も
の
年
齢
が
低
い
ほ
う
が
比
率
も
高
く
、「
小

学
校
就
学
前
」
が
三
一
・
七
％
で
最
も
比
率

が
高
い
。
一
方
、
女
性
の
場
合
は
「
小
学
校

就
学
前
」
と
「
小
学
生
」
が
四
割
強
で
、「
中

学
生
」
も
三
割
を
超
え
て
い
る
。
表
中
の
各

カ
テ
ゴ
リ
の
女
性
の
サ
ン
プ
ル
サ
イ
ズ
は
小

さ
い
が
、
す
べ
て
の
子
ど
も
の
年
齢
層
に
お

い
て
女
性
の
比
率
が
男
性
よ
り
高
い
こ
と
か

ら
、
女
性
に
家
庭
責
任
が
偏
り
が
ち
な
実
態

が
う
か
が
え
る
。

（
３
）
通
常
の
勤
務
先
以
外
で
の
メ
リ
ッ

ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

　

通
常
の
勤
務
先
以
外
で
仕
事
を
す
る
場
合

の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
一
四
項
目
で
尋
ね
て

い
る
が
、
そ
の
う
ち
全
体
で
は
「
仕
事
の
生

産
性
・
効
率
性
が
向
上
す
る
」
が
三
八
・
〇
％

で
最
も
比
率
が
高
く
、「
メ
リ
ッ
ト
は
特
に
な

い
」
の
三
四
・
七
％
が
次
に
高
い
。
そ
の
他

の
項
目
で
は
、「
顧
客
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
す

る
」
が
二
一
・
〇
％
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外

は
一
割
未
満
と
な
っ
て
い
る（
３
）。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
の
使
用
頻
度
を
「
ほ
ぼ

毎
日
」
か
「
週
に
三
〜
四
日
程
度
」
の
場
合

に
限
定
し
て
具
体
的
な
場
所
別
に
メ
リ
ッ
ト

を
集
計
し
、
一
〇
％
以
上
の
項
目
に
つ
い
て

比
率
の
高
い
も
の
か
ら
三
つ
ま
で
取
り
出
し

た
の
が
第
６
表
で
あ
る
。「
自
宅
」
以
外
の

場
所
で
、「
仕
事
の
生
産
性
・
効
率
性
が
向
上

す
る
」
か
「
顧
客
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
す
る
」

が
第
一
位
も
し
く
は
第
二
位
の
メ
リ
ッ
ト
に

な
っ
て
い
る
。「
自
宅
」
に
つ
い
て
は
、
第

一
位
は
「
仕
事
の
生
産
性
・
効
率
性
が
向
上

す
る
」
の
四
八
・
一
％
で
、そ
の
他
の
メ
リ
ッ

第４表　通常の勤務先以外で仕事をする理由（％）（複数回答）

業務の性格
上必要だか

ら

どこでもで
きる仕事だ
から

仕事の効率
性を上げたい
から

通勤の負担を
減らしたいか

ら

家族と過ご
す時間を増
やしたいか

ら

合計 （N)

所属先企業の他事業所 95.1 2.8 7.4 0.6 0.3 100.0 (1518)

自宅 25.3 37.3 44.3 8.1 17.2 100.0 (826)

顧客先の事務所や工場 95.8 2.4 5.3 0.3 0.2 100.0 (1131)

移動中の交通機関 31.2 24.9 54.8 3.2 2.4 100.0 (378)

ホテル・宿泊施設 41.7 23.6 48.2 1.5 0.3 100.0 (326)

喫茶店 30.6 33.9 50.0 3.3 2.2 100.0 (180)

その他 94.4 2.6 7.5 0.3 0.3 100.0 (306)

第５表　同居の子ども年齢別に見た通常の勤務先以外で仕事をする理由＜自宅＞（％）（複数回答）

業務の性格上
必要だから

どこでもでき
る仕事だから

仕事の効率性を
上げたいから

通勤の負担を減
らしたいから

家族と過ごす
時間を増やし
たいから

合計 （N)

男
性

小学校就学前 24.6 34.5 38.0 4.2 31.7 100.0 (142)
小学生 23.7 38.9 38.4 10.1 23.2 100.0 (198)
中学生 19.0 39.0 48.6 8.6 13.3 100.0 (105)
中学生以下の子どもはいない
（１人もいない、も含む） 23.8 37.9 50.3 8.3 10.0 100.0 (290)

女
性

小学校就学前 35.3 29.4 41.2 0.0 41.2 100.0 (17)
小学生 27.8 27.8 41.7 5.6 41.7 100.0 (36)
中学生 28.6 35.7 32.1 0.0 32.1 100.0 (28)
中学生以下の子どもはいない
（１人もいない、も含む） 36.9 38.5 40.0 10.0 10.0 100.0 (130)

第３表　職種別に見た通常の勤務先以外の勤務場所（「ほぼ毎日」および「週に３～４日程度」）（％）

所属先企業の
他事業所 自宅 顧客先の事務

所や工場
移動中の交通

機関
ホテル・宿泊

施設 喫茶店 その他

総務・人事・経理等 41.9 (75) 27.5 (46) 14.7 (24) 9.9 (16) 3.1 (5) 1.9 (3) 4.6 (7)
一般事務・受付・秘書 30.1 (44) 13.7 (18) 24.1 (32) 4.6 (6) 3.8 (5) 1.6 (2) 8.6 (10)
営業・販売 38.2 (242) 33.0 (204) 60.4 (392) 25.2 (153) 14.7 (89) 11.9 (71) 14.7 (72)
接客サービス 40.5 (32) 20.3 (14) 25.7 (18) 6.1 (4) 6.1 (4) 1.5 (1) 8.2 (5)
調査分析・特許法務などの事務系専門職 42.3 (30) 32.4 (22) 41.4 (29) 10.8 (7) 6.1 (4) 6.0 (4) 7.1 (4)
研究開発・設計・ＳＥなどの技術系専門職 34.6 (176) 19.7 (96) 38.0 (191) 8.0 (39) 5.4 (26) 2.7 (13) 3.3 (14)
医療・教育関係の専門職 35.7 (90) 62.4 (161) 7.7 (18) 10.3 (24) 2.1 (5) 3.0 (7) 15.5 (32)
現場管理・監督 50.8 (93) 28.0 (44) 33.3 (52) 4.6 (7) 5.9 (9) 2.0 (3) 21.5 (32)
製造・建設の作業 29.9 (40) 9.4 (12) 40.3 (54) 6.3 (8) 3.1 (4) 0.8 (1) 19.7 (23)
輸送・運転 50.0 (41) 7.2 (5) 50.0 (40) 12.9 (9) 1.4 (1) 0.0 (0) 29.2 (19)
警備・清掃 36.8 (7) 11.1 (2) 47.4 (9) 0.0 (0) 0.0 (0) 0.0 (0) 12.5 (2)
その他 34.9 (52) 25.2 (36) 34.0 (50) 15.2 (21) 7.2 (10) 5.8 (8) 13.1 (16)
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ト
は
二
割
に
満
た
な
い
も
の
の
、
第
二
位
は

「
ス
ト
レ
ス
が
減
り
心
の
ゆ
と
り
が
持
て
る
」

で
、
第
三
位
が
「
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
り
や
す
い
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
通
常
の
勤
務
先
以
外
で
仕
事
を
す

る
場
合
の
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
全
体

で
は「
デ
メ
リ
ッ
ト
は
特
に
な
い
」の
三
五
・

九
％
が
最
も
比
率
が
高
く
、
そ
の
他
の
項
目

で
は
、「
長
時
間
労
働
に
な
り
や
す
い
」
が
二

八
・
〇
％
で
「
仕
事
と
仕
事
以
外
の
時
間
の

切
り
分
け
が
難
し
い
」が
二
一
・
四
％
と
な
っ

て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
項
目
の
比
率
は
一
割

未
満
で
あ
る（
４
）。

　

メ
リ
ッ
ト
と
同
様
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所

の
使
用
頻
度
を
「
ほ
ぼ
毎
日
」
か
「
週
に
三

〜
四
日
程
度
」
の
場
合
に
限
定
し
て
具
体
的

な
場
所
別
に
集
計
し
、
比
率
の
高
い
も
の
か

ら
三
つ
ま
で
取
り
出
し
た
の
が
第
７
表
で
あ

る
。「
自
宅
」
以
外
の
場
所
で
、「
長
時
間
労

働
に
な
り
や
す
い
」
が
第
一
位
と
な
っ
て
い

る
。「
自
宅
」
で
は
、「
仕
事
と
仕
事
以
外
の

時
間
の
切
り
分
け
が
難
し
い
」（
五
九
・
一
％
）

が
第
一
位
で
、
比
率
の
差
は
ほ
と
ん
ど
な
い

が
「
長
時
間
労
働
に
な
り
や
す
い
」（
五
五
・

九
％
）
が
第
二
位
と
な
っ
て
い
る
。「
仕
事

と
仕
事
以
外
の
時
間
の
切
り
分
け
が
難
し

い
」
こ
と
は
、
他
の
場
所
で
も
第
二
位
も
し

く
は
第
三
位
と
な
っ
て
い
る
が
、
と
く
に
自

宅
で
仕
事
を
す
る
場
合
に
規
律
を
持
っ
て
仕

事
を
す
る
こ
と
の
難
し
さ
が
示
さ
れ
て
い
る

と
言
え
よ
う
。

（
４
）
通
常
の
勤
務
先
以
外
で
仕
事
を
す

る
こ
と
に
つ
い
て
の
今
後
の
意
向

　

通
常
の
勤
務
先
以
外
で
仕
事
を
し
て
い
る

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ

う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る

か
を
示
し
た
の
が
第
４
図
で

あ
る
。
す
べ
て
の
場
所
に
お

い
て「
も
っ
と
増
や
し
た
い
」

と
回
答
し
た
比
率
は
低
く
、

ほ
と
ん
ど
の
場
所
で
一
割
に

満
た
な
い
。「
自
宅
」
以
外

の
場
所
で
比
率
が
最
も
高
い

の
が
「
現
状
の
レ
ベ
ル
で
維

持
し
て
い
き
た
い
」
で
あ
る
。

「
自
宅
」に
関
し
て
は
、「
も
っ

と
減
ら
し
た
い
」
が
六
〇
・

〇
％
で
最
も
多
い
。

 　

第
８
表
は
、
仕
事
で
使

用
し
て
い
な
い
場
所
に
関
し

て
、
今
後
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所

で
働
く
こ
と
を
希
望
す
る
か

ど
う
か
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場

所
別
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
希
望
す
る
」
と
回
答
し
た

比
率
は
、自
宅
が
二
四
・
二
％

と
な
っ
て
い
る
他
は
一
割
未

満
で
あ
り
、ほ
と
ん
ど
が「
希

望
し
な
い
」
と
回
答
し
て
い

る
。
第
４
表
の
「
通
常
の
勤

務
先
以
外
で
仕
事
を
す
る
理

由
」
で
「
所
属
先
企
業
の
他

事
業
所
」
や
「
顧
客
先
の
事

務
所
や
工
場
」
は
九
割
以
上

第６表　通常の勤務先以外で仕事をするメリット（複数回答）（10％以上の項目）

第１位 第２位 第３位 メリットは
特にない

所属先企業の他事業所 仕事の生産性・効率性が向上する
顧客サービスが
向上する －

（％）　（Ｎ＝198） (46.0) (22.7) (34.8)

自宅 仕事の生産性・効率性
が向上する

ストレスが減り心のゆ
とりが持てる

家族とのコミュニケー
ションがとりやすい

（％）　（Ｎ＝185） (48.1) (18.9) (17.8) (27.0)

顧客先の事務所や工場 顧客サービスが
向上する

仕事の生産性・効率性
が向上する －

（％）　（Ｎ＝422） (39.6) (39.1) (30.1)

移動中の交通機関 仕事の生産性・効率性
が向上する

顧客サービスが
向上する

ストレスが減り心のゆ
とりが持てる

（％）　（Ｎ＝113） (54.9) (39.8) (13.3) (15.9)

ホテル・宿泊施設 顧客サービスが
向上する

仕事の生産性・効率性
が向上する

ストレスが減り心のゆ
とりが持てる

（％）　（Ｎ＝14） (50.0) (42.9) (21.4) (21.4)

喫茶店 仕事の生産性・効率性
が向上する

顧客サービスが
向上する

通勤による肉体的・精
神的負担が少ない

（％）　（Ｎ＝14） (57.1) (42.9) (35.7) (0.0)

第７表　通常の勤務先以外で仕事をするデメリット（複数回答）

第１位 第２位 第３位 デメリット
は特にない

所属先企業の他事業所

（％）（Ｎ＝199）

長時間労働に
なりやすい
（43.2）

健康管理が難しい

（20.6）

仕事と仕事以外の時間の切り分
けが難しい
（19.6） （22.1）

自宅
（％）（Ｎ＝186）

仕事と仕事以外の時間
の切り分けが難しい

（59.1）

長時間労働に
なりやすい
（55.9）

書類や資料が分散する

（22.0） （12.4）

顧客先の事務所や工場

（％）（Ｎ＝423）

長時間労働に
なりやすい
（32.6）

仕事と仕事以外の時間
の切り分けが難しい

（21.5）

仕事の評価が難しい

（14.2） （27.9）

移動中の交通機関

（％）（Ｎ＝112）

長時間労働に
なりやすい
（42.9）

仕事と仕事以外の時間
の切り分けが難しい

（34.8）

健康管理が難しい

（17.0） （16.1）

ホテル・宿泊施設

（％）（Ｎ＝14）

長時間労働に
なりやすい

（57.1）

仕事と仕事以外の時間
の切り分けが難しい

（42.9）

健康管理
が難しい

上司・同
僚等との
コミュニ
ケーショ
ンが難し
い

成果を出
すプレッ
シャーを
感じる

（21.4）（28.6）

喫茶店

（％）（Ｎ＝14）

長時間労働に
なりやすい
（50.0）

仕事と仕事以外の時間
の切り分けが難しい

（35.7）

周囲の雑音が仕事の
邪魔になる
（28.6） （7.1）



特集―働く時間と場所の多様性がもたらすもの

Business Labor Trend 2009.6

15

が
「
業
務
の
性
格
上
必
要
だ
か
ら
」
し
て
い

た
が
、「
移
動
中
の
交
通
機
関
」や「
ホ
テ
ル
・

宿
泊
施
設
」
で
も
「
仕
事
の
効
率
性
を
上
げ

た
い
か
ら
」
と
回
答
し
た
比
率
が
五
割
程
度

あ
っ
た
も
の
の
、
必
要
が
な
け
れ
ば
そ
う

い
っ
た
所
で
は
仕
事
を
し
た
く
な
い
と
い
う

こ
と
だ
ろ
う
。

３ 

．
自
宅
で
仕
事
を
す
る
こ
と
に
つ

い
て

　

第
８
表
で
、
今
後
、
仕
事
を
す
る
場
所
と

し
て
「
自
宅
」
を
希
望
す
る
割
合
が
最
も
多

か
っ
た
も
の
の
、
第
４
図
で
は
「
自
宅
」
で

仕
事
を
し
て
い
る
人
は
今
後
「
も
っ
と
減
ら

し
た
い
」
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
場
所
で
仕
事
を
す
る
こ
と
が
あ
る
か

ど
う
か
と
使
用
頻
度
別
に
、
総
実
労
働
時
間

の
平
均
値
を
比
べ
て
み
た
（
第
９
表
）。
す

る
と
、
使
用
頻
度
で
比
べ
た
場
合
、
総
じ
て

頻
度
が
高
い
ほ
う
が
平
均
値
も
高
く
な
る
傾

向
が
見
ら
れ
る
が
、「
そ
こ
で
仕
事
を
す
る
こ

と
が
あ
る
」
場
合
に
最
も
平
均
値
が
高
い
の

は
「
自
宅
」
の
二
二
三
・
二
時
間
で
あ
る（
５
）。

そ
し
て
、
仕
事
を
す
る
こ
と
が
あ
る
か
な
い

か
で
比
べ
た
場
合
に
差
が
見
ら
れ
る
の
も

「
自
宅
」
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
労
働
時
間
に
対
す
る
希
望
に
つ
い

て
「
自
宅
」
の
使
用
頻
度
別
に
比
べ
て
み
る

と
、
使
用
頻
度
が
高
い
人
の
ほ
う
が
「
も
っ

と
短
く
し
た
い
」
と
答
え
た
比
率
が
高
い
と

い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
（
第
10
表
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
自
宅
で
仕
事
を
し
て
い
る

人
は
労
働
時
間
が
長
く
、
そ
れ
に
対
し
て
改

善
し
た
い
と
い
う
希
望
を
持
っ
て
い
る
傾
向

が
見
ら
れ
る
。

　

調
査
で
は
、
会
社
の
制
度
を
利
用
し
て
い

る
か
ど
う
か
も
尋
ね
て
い
る
が
、「
制
度
を
利

用
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
の
は
二
・
八
％

（N
=22

）
で
あ
っ
た
。
ま
た
、「
上
司
の
裁

量
や
習
慣
と
し
て
実
施
し
て
い
る
」の
は
三
・

三
％
（N

=26

）
で
あ
り
、
大
多
数
は
「
自

分
の
裁
量
で
実
施
し
て
い
る
」
と
答
え
て
い

る
（
九
三
・
九
％
、

N
=739

）。
つ
ま
り
、

自
宅
で
仕
事
を
し
て
い

る
人
の
大
半
は
、
い
わ

ゆ
る
〝
持
ち
帰
り
〞
の

形
で
仕
事
を
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
「
制
度
を
利
用
し
て

い
る
」
人
や
「
上
司
の

裁
量
や
習
慣
と
し
て
実

施
し
て
い
る
」
人
の
数

は
少
な
い
が
、
以
下
に

お
い
て
、「
自
分
の
裁
量

で
実
施
し
て
い
る
」
場

合
と
働
き
方
な
ど
で
違

い
が
あ
る
か
比
べ
て
み

る
。

　

ま
ず
、
第
４
図
で
自

宅
で
仕
事
を
す
る
こ
と

を
「
も
っ
と
減
ら
し
た

い
」
と
考
え
て
い
る
比

率
が
高
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
所
定
労
働
時
間
を

超
え
た
労
働
の
現
状
と

制
度
の
利
用
状
況
と
の

第８表　通常の勤務先以外での労働希望（％）

希望する 希望しない 合計 （N）

所属先企業の他事業所 7.0 93.0 100.0 （759）

自宅 24.2 75.8 100.0 （1286）

顧客先の事務所や工場 5.0 95.0 100.0 （1020）

移動中の交通機関 2.8 97.2 100.0 （1632）

ホテル・宿泊施設 6.0 94.0 100.0 （1673）

喫茶店 5.3 94.7 100.0 （1803）

その他 1.2 98.8 100.0 （1305）

第９表　場所の使用頻度別に見た総実労働時間（平均値）（単位：時間）

そこで仕事を
することがあ
る

その場所で仕
事をすること
はない

ほぼ毎日・週
に3～4日程度

週に1～2日程
度・月に1～3
日程度

月に1日未満

所属先企業の他事業所 215.3 233.8 215.9 209.1 215.9
自宅 223.2 236.4 220.8 216.2 211.8
顧客先の事務所や工場 217.7 223.2 218.0 208.9 214.1
移動中の交通機関 220.0 224.3 220.6 214.7 215.2
ホテル・宿泊施設 220.1 237.7 218.0 220.8 215.3
喫茶店 215.6 229.6 211.3 218.4 216.1
その他 217.6 224.3 221.0 206.4 215.8

第10表　自宅の使用頻度別に見た労働時間の希望（％）
もっと短く
したい

適当な長さ
である

もっと長く
したい 合計 （N）

ほぼ毎日・週に3～4日程度 73.8 26.2 0.0 100.0 （187）

週に1～2日程度・月に1～3日程度 66.6 31.7 1.7 100.0 （464）

月に1日未満 57.8 40.0 2.2 100.0 （185）

その場所で仕事をすることはない 48.4 47.6 4.0 100.0 （1449）

第４図　通常の勤務先以外での仕事の今後の意向
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関
係
を
見
る
。
第
５
図
を
見
る
と
、「
制
度
を

利
用
し
て
い
る
」
人
は
「
よ
く
あ
る
」
と
回

答
し
た
比
率
が
三
一
・
八
％
で
、
そ
の
他
の

場
合
が
六
割
を
超
え
て
い
る
の
と
比
べ
て
低

い
。
総
実
労
働
時
間
の
平
均
値
を
比
べ
て
み

る
と
、
統
計
的
に
有
意
な
差
で
は
な
い
が
、

「
制
度
を
利
用
し
て
い
る
」
場
合
が
二
〇
三

時
間
、「
上
司
の
裁
量
や
習
慣
と
し
て
実
施
し

て
い
る
」
が
二
一
六
時
間
、「
上
司
の
裁
量
や

習
慣
と
し
て
実
施
し
て
い
る
」
場
合
が
二
二

四
時
間
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
労
働
時
間
に
関
す
る
今
後
の
希
望

に
つ
い
て
比
べ
て
み
る
と
、「
制
度
を
利
用
し

て
い
る
」
人
は
「
も
っ
と
短
く
し
た
い
」
と

回
答
し
た
比
率
が
四
〇
・
九
％
で
あ
り
、
そ

の
他
の
場
合
が
六
割
を
超
え
て
い
る
の
と
比

べ
て
低
く
、「
適
当
な
長
さ
で
あ
る
」が
五
九
・

一
％
と
な
っ
て
い
る
（
第
６
図
）。

　

第
７
図
は
、
総
実
労
働
時
間
を
制
度
の
利

用
状
況
に
よ
っ
て
比
べ
た
結
果
で
あ
る
。「
制

度
を
利
用
し
て
い
る
」
場
合
は
「
一
六
一
‐

一
八
〇
時
間
」の
比
率
が
三
一
・
八
％
で
、「
八

〇
‐
一
六
〇
時
間
」
を
合
わ
せ
た
比
率
が
四

〇
・
九
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
他
の
二
つ

の
場
合
は
「
一
六
一
‐
一
八
○
時
間
」
と
「
八

〇
‐
一
六
〇
時
間
」
の
比
率
を
合
わ
せ

て
も
一
九
・
二
％
で
あ
る
。
統
計
的
に

有
意
で
は
な
い
が
平
均
値
で
も
「
制
度
を
利

用
し
て
い
る
」
ほ
う
が
値
が
低
い
。

　

そ
し
て
、
自
宅
で
仕
事
を
す
る
こ
と
に
対

す
る
今
後
の
意
向
を
、
制
度
の
利
用
状
況
に

よ
っ
て
比
べ
て
み
る
と
（
第
11
表
）、「
上
司

の
裁
量
や
習
慣
と
し
て
実
施
し
て
い
る
」
場

合
や
「
自
分
の
裁
量
で
実
施
し
て
い
る
」
場

合
は
、「
も
っ
と
減
ら
し

た
い
」
と
回
答
し
た
比

率
が
五
割
を
超
え
て
い

る
が
、「
制
度
を
利
用
し

て
い
る
」場
合
は
三
一
・

八
％
と
そ
れ
ら
と
比
べ

て
低
く
、
約
半
数
（
五

四
・
五
％
）
が
「
現
状

の
レ
ベ
ル
で
維
持
し
て

い
き
た
い
」
と
考
え
て

い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
自

宅
で
仕
事
を
す
る
と
き

に
、
制
度
を
利
用
し
て

い
る
場
合
と
自
分
の
裁

量
で
す
る
場
合
で
は
、

制
度
を
利
用
し
て
い
な

い
ほ
う
が
、
労
働
時
間

が
長
く
、
労
働
時
間
や

自
宅
で
仕
事
す
る
こ
と

に
対
し
て
「
も
っ
と
減

ら
し
た
い
」
と
い
っ
た

不
満
を
持
つ
傾
向
が
見

ら
れ
た
。
制
度
を
利
用

し
て
い
る
実
数
が
少
な

い
た
め
明
確
な
こ
と
は

言
え
な
い
が
、
自
宅
で

仕
事
を
す
る
場
合
は
、

制
度
を
利
用
し
た
ほ
う

が
働
き
方
に
メ
リ
ハ
リ

が
つ
い
て
、
結
果
と
し

第11表　自宅での仕事に関する制度別に見た自宅で仕事をすることについての今後の意向（％）

もっと増やし
たい

現状のレベル
で維持してい
きたい

もっと減らし
たい わからない 合計 （N）

制度を利用している 13.6 54.5 31.8 0.0 100.0 (22)

上司の裁量や習慣として実施している 0.0 32.0 56.0 12.0 100.0 (25)

自分の裁量で実施している 5.4 25.5 61.4 7.6 100.0 (721)

第５図　自宅での仕事に関する制度別に見た所定労働時間を超えての労働状況

第６図　自宅での仕事に関する制度別に見た労働時間の希望

第７図　自宅での仕事に関する制度別に見た総実労働時間
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て
仕
事
を
す
る
状
況
も
良
く
な
る
可
能
性
が

示
唆
さ
れ
る
。

４ 

．
通
常
の
勤
務
先
以
外
で
仕
事

を
し
て
い
な
い
人

　

こ
れ
ま
で
は
、
通
常
の
勤
務
先
以
外
の
勤

務
場
所
が
「
あ
る
」
と
回
答
し
た
人
に
つ
い

て
見
て
き

た
が
、
こ

こ
で
通
常

の
勤
務
先

以
外
の
勤

務
場
所
が

「
な
い
」

と
回
答
し

た
人
に
つ

い
て
の
結

果
を
示
す
。

　

通
常
の

勤
務
先
以

外
の
勤
務

場
所
が

「
な
い
」

理
由
は
一

三
項
目
で

尋
ね
て
い

る
が
、
約

半
数
（
五

二
・
四
％
）

が
「
職
場

以
外
で
仕

事
を
す
る

必
要
性
が

な
い
」
と

回
答
し
て

い
る
。
ま

た
、
そ
の

他
の
比
較

的
回
答
の

比
率
が
高

い
理
由
と
し
て
、「
会
社
で
は
そ
の
よ
う
な
勤

務
形
態
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
」（
三
三
・

六
％
）
や
「
自
分
の
職
種
や
業
務
に
合
わ
な

い
（
必
要
な
い
）」（
三
〇
・
八
％
）
が
あ
る
が
、

そ
の
他
の
項
目
は
五
％
未
満
で
あ
っ
た（
６
）。

　

こ
れ
ら
の
理
由
に
つ
い
て
、
通
常
の
勤
務

地
以
外
で
仕
事
を
す
る
こ
と
が
可
能
な
度
合

い
に
よ
っ
て
比
べ
て
み
る
と（
第
12
表
）、「
会

社
で
は
そ
の
よ
う
な
勤
務
形
態
は
認
め
ら
れ

て
い
な
い
」
に
関
し
て
は
「
か
な
り
可
能
」

が
四
八
・
一
％
で
最
も
比
率
が
高
い
。
つ
ま

り
、
異
な
る
場
所
で
働
く
こ
と
は
可
能
だ
が
、

会
社
で
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
逆
に
、「
職
場
以
外
で
仕
事
を
す
る

必
要
性
が
な
い
」の
場
合
は「
か
な
り
可
能
」

の
比
率
が
二
六
・
六
％
で
最
も
低
く
、
そ
の

他
は
五
割
前
後
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
も
そ

も
異
な
る
場
所
で
働
く
こ
と
が
で
き
な
い
、

あ
る
い
は
必
要
が
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　

第
13
表
は
、
も
し
会
社
で
認
め
ら
れ
た
場

合
に
、
通
常
の
勤
務
先
以
外
で
ど
の
場
所
で

働
く
こ
と
を
希
望
す
る
か
に
つ
い
て
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
全
体
で
は「
自
宅
」が
三
六
・

九
％
で
最
も
多
く
、「
認
め
ら
れ
て
も
、
行
い

た
く
な
い
」
が
二
五
・
一
％
、「
よ
く
わ
か
ら

な
い
」
が
三
〇
・
一
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
同

表
で
、
通
常
の
勤
務
地
以
外
で
仕
事
が
可
能

な
度
合
い
に
よ
っ
て
比
べ
る
と
、「
か
な
り
可

能
」
あ
る
い
は
「
あ
る
程
度
可
能
」
な
場
合

に
「
自
宅
」
を
希
望
す
る
比
率
が
七
割
弱
と

高
い
。
一
方
、「
認
め
ら
れ
て
も
、
行
い
た
く

な
い
」
や
「
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
の
比
率
は
、

通
常
の
勤
務
地
以
外
で
仕
事
を
す
る
こ
と
が

可
能
で
は
な
い
ほ
う
が
、
比
率
が
高
く
な
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
通
常
の
勤
務
先
以

外
で
仕
事
を
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
か
ど
う

か
は
、
現
在
の
働
き
方
に
よ
る
影
響
が
大
き

い
。

５
．
ま
と
め

　

本
稿
で
は
、
通
常
の
勤
務
先
以
外
の
勤
務

場
所
で
働
く
こ
と
の
実
態
を
、
働
き
方
と
の

関
連
を
中
心
に
示
し
た
。
主
な
知
見
と
し
て
、

働
く
場
所
の
多
様
性
は
労
働
時
間
な
ど
働
き

方
の
多
様
性
と
関
係
し
て
い
る
傾
向
が
見
ら

れ
た
。
ま
た
そ
れ
は
、
労
働
時
間
が
長
く
な

る
こ
と
と
の
つ
な
が
り
も
示
唆
さ
れ
た
。

　

ま
ず
、
通
常
の
勤
務
先
以
外
の
勤
務
場
所

で
働
く
人
は
、「
裁
量
労
働
制
・
み
な
し
労
働
」

や
「
時
間
管
理
な
し
」
の
よ
う
な
柔
軟
な
時

間
制
度
が
適
用
さ
れ
て
い
る
人
に
多
く
、
労

働
時
間
が
長
い
人
に
比
率
が
高
い
傾
向
が
見

ら
れ
た
。
具
体
的
な
場
所
と
し
て
は
、「
所
属

先
企
業
の
他
事
業
所
」
や
「
顧
客
先
の
事
務

所
や
工
場
」、
そ
し
て
「
自
宅
」
以
外
で
仕

事
を
す
る
人
は
あ
ま
り
い
な
か
っ
た
。「
所

属
先
企
業
の
他
事
業
所
」
と
「
顧
客
先
の
事

務
所
や
工
場
」
に
つ
い
て
は
「
業
務
の
性
格

上
必
要
だ
か
ら
」
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、「
自

宅
」
の
使
用
は
仕
事
の
都
合
上
だ
け
で
な
く
、

家
族
と
の
関
わ
り
も
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

通
常
の
勤
務
先
以
外
の
勤
務
場
所
で
働
く

こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
仕
事
の
生
産
性
・
効

率
性
や
顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
主
で
あ
る

が
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
「
長
時
間
労
働
に
な
り

や
す
い
」
こ
と
や
「
仕
事
と
仕
事
以
外
の
時

間
の
切
り
分
け
が
難
し
い
」
こ
と
が
主
な
こ

と
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
特
に
自
宅
で
仕
事

を
し
て
い
る
場
合
に
そ
う
い
っ
た
デ
メ
リ
ッ

ト
を
多
く
感
じ
て
い
て
、
使
用
頻
度
を
減
ら

し
た
い
と
考
え
て
い
る
比
率
が
高
い
。
自
宅

で
仕
事
を
す
る
場
合
は
多
く
が
自
分
の
裁
量

で
実
施
し
て
い
る
〝
持
ち
帰
り
〞
で
あ
り
、

長
時
間
労
働
に
結
び
つ
い
て
い
る
傾
向
が
見

ら
れ
、
自
宅
で
仕
事
を
す
る
頻
度
が
高
い
ほ

ど
労
働
時
間
を
短
く
し
た
い
と
希
望
し
て
い

第12表　仕事の遂行可能度別に見た通常の勤務先以外で仕事をしていない理由（％）（複数回答）
（すべて５％未満の項目は省略）

会社ではその
ような勤務形
態は認められ
ていない

自分の職種や
業務に合わな
い（必要ない）

通勤に便利な
場所に住んで

いる

職場以外で仕
事をする必要
性がない

特に理由はな
い 合計 （N)

合計 33.6 30.8 4.4 52.4 6.3 100.0 (3615)

かなり可能 48.1 20.3 3.8 26.6 15.2 100.0 (79)

ある程度可能 36.6 30.8 5.1 47.8 6.0 100.0 (569)

あまり可能ではない 31.7 35.0 4.4 52.5 5.9 100.0 (912)

ほとんど不可能 33.0 29.5 4.2 54.6 6.2 100.0 (2040)

第13表　仕事の遂行可能度別に見た仕事を会社以外でする場合の場所の希望（％）（複数回答）

自宅
顧客先の
事務所や
工場

移動中の
交通機関

ホテル・
宿泊施設 喫茶店 その他

認められ
ても、行
いたくな
い

よくわか
らない 合計 （N）

合計 36.9 3.7 1.6 6.9 5.8 3.6 25.1 30.1 100.0 （3576）

かなり可能 67.1 6.3 3.8 11.4 19.0 3.8 5.1 17.7 100.0 （79）

ある程度可能 66.8 4.1 3.0 11.5 10.1 1.9 11.8 15.2 100.0 （567）

あまり可能ではない 44.2 4.5 1.6 8.3 6.6 1.9 22.7 26.7 100.0 （911）

ほとんど不可能 23.9 3.1 1.2 4.9 3.8 4.9 30.8 36.1 100.0 （2007）
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る
。
自
宅
で
仕
事
を
し
て
い
る
場
合
に
、
会

社
の
制
度
を
利
用
し
て
い
る
か
ど
う
か
で
比

べ
て
み
る
と
、
制
度
を
利
用
し
て
い
る
人
は
、

そ
の
他
の
場
合
と
比
べ
て
労
働
時
間
も
短
く
、

不
満
も
少
な
い
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

　

通
常
の
勤
務
先
以
外
の
勤
務
場
所
が
な
い

人
は
、
業
務
の
性
格
上
必
要
な
い
こ
と
が
主

な
理
由
で
あ
り
、
必
要
が
な
け
れ
ば
そ
う

い
っ
た
希
望
も
あ
ま
り
持
た
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
会
社
で
認
め
ら
れ
た
場
合
に
仕
事

を
し
た
い
場
所
と
し
て
自
宅
を
上
げ
る
人
は

比
較
的
多
く
、
在
宅
勤
務
に
は
あ
る
程
度
の

ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
近
年
、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
観
点
か
ら
在
宅

勤
務
制
度
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
調
査
の

結
果
か
ら
は
、
働
く
場
所
の
多
様
性
（
と
く

に
自
宅
で
仕
事
を
す
る
場
合
）
は
長
時
間
労

働
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
示
さ
れ
た
。
自
宅

で
仕
事
を
す
る
場
合
は
、
単
な
る
〝
持
ち
帰

り
〞
で
長
時
間
労
働
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す

る
必
要
が
あ
る
。
今
回
の
調
査
で
は
、
実
際

に
制
度
を
利
用
し
て
い
る
人
が
少
な
か
っ
た

た
め
そ
の
結
果
か
ら
断
定
的
な
こ
と
は
言
え

な
い
が
、
自
宅
で
仕
事
を
す
る
と
き
に
は
会

社
の
制
度
を
活
用
し
た
ほ
う
が
、
働
き
方
に

い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
区
切
り
が
付
け
や
す
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
示
唆
が
得
ら
れ
た
。

制
度
の
中
身
に
つ
い
て
は
、
先
行
し
て
導
入

し
て
い
る
企
業
な
ど
の
事
例
を
参
考
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

〔
注
〕

１
． 

後
述
す
る
よ
う
に
、
調
査
で
は
具
体
的
な
場
所
と

し
て
「
所
属
先
企
業
」「
自
宅
」「
顧
客
先
の
事
務
所
や
工

場
」「
移
動
中
の
交
通
機
関
」「
ホ
テ
ル
・
宿
泊
施
設
」「
喫

茶
店
」「
そ
の
他
」
の
七
項
目
で
尋
ね
て
い
る
。

３
．
正
確
に
は
「
所
属
し
て
い
る
勤
務
先
の
通
常
の
勤
務

場
所
以
外
」
で
あ
る
が
、
以
降
、
こ
の
よ
う
に
略
記
す

る
。

４
．
そ
の
他
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
報
告
書
の
付
表
三―

二
八
を
参
照
。

５
．
そ
の
他
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
報
告
書
の
付
表
三―

二
九
を
参
照
。

６
．「
働
く
時
間
の
多
様
性
に
つ
い
て
」（
小
倉
）
で
は
、

総
労
働
時
間
に
対
し
て
様
々
な
変
数
で
統
制
し
て
も
、

自
宅
で
仕
事
を
し
て
い
る
人
の
労
働
時
間
は
長
い
と
い

う
結
果
が
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
報
告
書
の
付
表
三―

四
二

を
参
照
。
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